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私は、「もし私が死んだらどうなるのかなぁ。」と考えてみました。
すると、母や姉、祖父母や友達の悲しむ顔が目にうかびました。
そして、神戸市では１日に１人が自ら命を絶っていると聞いたとき、何人の人が
悲しんでいるのだろうと思い、この詩を書きました。
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